
工場・事業場における先導的な脱炭素化取組推進事業のうち、省CO2型設備更新支援A(標準事業)、B(大規模電化・燃料転換事業)

No.
GAJ

受付番号
GAJ事業番号

上段：代表事業者
下段：共同事業者 実施場所 実施場所の所在地 参加形態 事業名

A30-47 A403 1430035

株式会社エーデルワイス

センターオフィス＆ファクトリーラボ 兵庫県尼崎市 単独
センターオフィス＆ファクトリーラボの
省エネ事業

採択　補助事業区分：設備更新補助事業 A 主要なシステム系統でCO2排出量30％以上削減
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工場・事業場における先導的な脱炭素化取組推進事業のうち、省CO2型設備更新支援A(標準事業)、B(大規模電化・燃料転換事業)

No.
GAJ

受付番号
GAJ事業番号

上段：代表事業者
下段：共同事業者

実施場所 実施場所の所在地 参加形態 事業名

A15-75 A401 1430033

株式会社スマート・リソース
株式会社フォレスト 株式会社フォレスト グリーンパール那須 栃木県那須郡 単独

グリーンパール那須における
高効率機器導入によるCO2削減事業

A15-76 A402 1430034

有限会社フレック

スーパーフレック 富山県富山市 単独 スーパーフレックによるCO2削減事業

採択　補助事業区分：設備更新補助事業 A 工場事業場でCO2排出量15％以上削減
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１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

2

3

― ― ― ――

運用改善 空調温度設定の緩和 ○ 予定なし 令和7年2月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社エーデルワイス

センターオフィス＆ファクトリーラボ
なし

設備導入 高効率パッケージエアコンの導入 ○ 国(SHIFT) 令和6年12月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度 令和7年度 令和8年度

20

― ― ― ―

7 7 7 7 7

20 20 20 20

― ―

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

空調系統

対策によるCO2削減効果 ― 0 27

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 65 65 65

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 1,471

対
基準年度

CO2削減量 ― 27 27

27 27

1,444

0 27 27

1,471 1,471 1,471 1,471

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

41.1

65 65 65

0.0 1.8 1.8 1.8 1.8

1,4441,444 1,444

1,471

0 27 27

1,471

27 27 27

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 27 27 27 27

CO2削減率(%) ― 0.0 41.1 41.1

CO2排出量(対策後) ― 65 38

省エネ法に基づき、エネルギー使用効率向上対策実施。
高効率機器導入によるCO2排出量を削減。

国の環境方針に沿い、2050年には当工場からのCO2排出をゼロを目指す。

38 38 38

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

41.1

採択者一覧へ戻る

A30-47



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

324 324 324

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

42.0

2030年、基準年度（令和5年度）CO2排出量の32％減を目指す。その実現に向け
て、途中の2026年（目標年度）までに基準年度の31％以上の削減を達成する。

235 235

751

235 235 235

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 235 235 235 235

CO2削減率(%) ― 0.0 42.0 42.0

CO2排出量(対策後) ― 559 324

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

42.0

559 559 559

0.0 31.3 31.3 31.3 31.3

516516 516

751

0

235 235

516

0 235 235

751 751 751 751

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

給湯・加温・空調シス
テム

対策によるCO2削減効果 ― 0 235

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 559 559 559

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 751

対
基準年度

CO2削減量 ― 235 235

1

2 電化 冷温水機の電化及び高効率化 ○ 国(SHIFT)

2 2 2 2

令和6年11月

114

118

114 114 114電化 灯油焚蒸気ボイラの電化及びハイブリッド化 ○ 国(SHIFT) 令和6年11月 114

令和7年度 令和8年度

2運用改善 冷温水の出口温度調整 ○ 予定なし 令和7年2月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

3

以降の活動予定
令和6年度

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 株式会社フォレスト

グリーンパール那須
なし

118 118 118 118

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る

A15-75



１．脱炭素化計画（低炭素系統電力への変更による効果を除く） （単位：t-CO2/年） ２.中長期の取組
2030年削減目標への取組

2050年削減目標への取組

３．脱炭素化計画（対策別）【1ページ目】 （単位：t-CO2/年）

省エネルギー

脱炭素化：燃料低炭素化または電化、太陽光発電等の再生可能エネルギー利用など

脱炭素化：低炭素系統電力への変更

0 0 0

年間CO2
削減量

令和9年度 令和10年度

目標年度

計画年度・CO2削減量

---

バリューチェーンでのカーボンニュートラル要請が求められる昨今の社会情勢に
先んじ、社員の意識付け、高効率機器へ更新し2030年に令和5年度対比でCO2排出
削減30％減を目指し行動する。

カーボンニュートラルに向け再生可能エネルギーを始め革新技術の導入などを積
極的に検討する。

48 48

144

0 0 0

対
基準年度

CO2削減量 ― 0 0 0 0 0

CO2削減率(%) ― --- --- ---

CO2排出量(対策後) ― 0 0

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

---

0 0 0

0.0 33.5 33.5 33.5 33.5

9696 96

144

0

48 48

96

0 48 48

144 144 144 144

対象範囲 エネルギー起源CO2 基準年度
目標年度

対策によるCO2削減効果 ―

CO2排出量(対策後) ―

対策によるCO2削減効果 ― 0 0

主要システム系統 CO2排出量(対策なし) 0 0 0

CO2削減率(%) ―

工場・事業場全体

CO2排出量(対策なし) 144

対
基準年度

CO2削減量 ― 48 48

46 46 46 46

1

CO2排出量が少なくなる運用
を模索する。1 1 1 1 1

1 1 1 1
CO2排出量が少なくなる運用
を模索する。

令和7年度 令和8年度

CO2排出量が少なくなる運用
を模索する。46設備導入 高効率冷凍冷蔵設備の導入 国(SHIFT) 令和7年2月

対策の種類
[対策個票番号]

対策名称

主要
システ

ム

系統

申請予定
補助金

対策着手
時期

1

以降の活動予定
令和6年度

2

3

運用改善 冷蔵ショーケースの防露ヒーター抑制運転 予定なし 令和7年2月

運用改善 庫内照明の消灯 予定なし 令和7年2月

511．脱炭素化計画
5．実施計画書 51．脱炭素化計画 有限会社フレック

スーパーフレック
なし

事業者名
工場・事業場名
支援機関名

採択者一覧へ戻る

A15-76


